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北米事業運営の強化と海外事業拠点を
統括・支援する体制の構築 栃木県

宇都宮市
1913

339

年

名

村田発條株式会社

スプリングの製造及び販売、金型治工具、
機械・機器の設計製造及び販売

電機メーカーの定年退職を機に、長年の単身赴任生
活を解消し自宅に戻り、何か経験を活かせる仕事が
したいと考えていたところ、機会があり当社にお世
話になることとなりました。前職とは業種が違うた
め不安はありましたが、経営幹部との面接を通じ、
自身の経験・知見でお役立ちできる可能性を感じま
した。図らずも海外事業運営に携わることとなり、
自身の海外勤務経験を活かせる業務を担当し、とて
もやりがいを感じています。

海外事業の強化を喫緊の課題と考え、本社に海外
拠点の運営を統括し機動的に推進する” 海外業務
統括室” を河合氏と社内メンバーと共に立ち上げ
ました。海外事業での経験を活かし、直面する課
題の分析、改善対策の立案を行いました。全社プ
ロジェクトを立ち上げて現地と本社関連部門との
連携による改善活動を開始し、全体会議で進捗確
認と課題の共有を図り、取り組みを加速し短期間
で目処をつけることができました。

当社の事業は自動車関連事業の環境変化による大きな
変革期を迎えており、北米事業における運営課題への
早急な対応が必要となっておりました。併せて、今後
の海外事業の成長に向けた改善推進に際しては、外部
の視点と知見を取り入れて多面的に取り組みたいと考
えていました。今回、プロ人材拠点から大企業連携に
よる人材紹介を受けた縁が繋がり、大手企業での海外
勤務事業の経験と専門的知見を持った河合氏を迎える
ことができたことに感謝しております。

大手電機メーカー、海外工場製造・品質保証
部長

主な経歴：

取締役 総務担当部長

役職名： 海外業務統括室グループリーダー

河合 充幸 氏

年　齢： 63 歳
家族構成：妻
出身地： 還流ルート：岐阜県 U ターン
業務遂行手段： 事務所での業務

17 栃木県

海外事業運営の強化を図るために、本社として海外業務全体を統括する責任と役割を明確にした推進体制を構
築したいと考えていました。そうした中、北米の事業は 2020 年からのコロナ禍以降の経営環境の変化の影響
を受けて運営改善の必要性が課題となっていました。北米事業の改善、及び海外事業の課題解決と支援を実行
する海外事業経験者を中心とした体制に強化するため、海外事業の運営に精通した人材を求めていました。

経営環境の変化に対応した海外事業運営の改善と強化

海外事業拠点の経営、運営状況と課題をタイムリーに把握し、重要課題事項を社内関係部門と共有し連携しな
がら課題対応を迅速に推進する体制を強化すること、運営改善が求められる北米事業の対応計画を策定し、全
社の総力を結集し、迅速且つ効果的に実行することが求められました。そのために、社外での海外事業経験と
ノウハウを持った人材を求めていました。海外製造拠点で製造・品質保証責任者として豊富な経験を持つ河合
氏を登用し、即戦力として社内メンバーと共同して北米事業の改善を進めて頂きたいと考えました。

海外事業の経験に基づく支援体制の組織化の推進

日々の Web 会議と会計情報を通じた米国拠点運営の課題把握と生産体制及び顧客関係の強化により、お客様へ
の供給責任を果たせる事業運営体制を検討し、課題解決へプロジェクトを立ち上げ、米国拠点と本社が一体と
なった改善対策を推進・実行しています。米国拠点からメキシコ・日本への生産移管を進め、顧客との製品値上
交渉と併せ、北米事業の新たな成長への道筋がつけられました。併せて、DX 推進の取組みとして、当社のグロー
バル経営の見える化を進めるグローバル会計システムを導入、各海外事業拠点で運用する異なる会計システムの
データを共通の勘定科目で一元的に集計する仕組みを構築することで、効率的に経営状況を把握することが可能
となりました。

米国事業拠点の経営強化プロジェクトの立案と実行

野上 俊彦 氏
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